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126 partners across the region. Published weekly on Thursday, the next update will be available on 18 July 2013. 
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REGIONAL FIGURES 
1,761,866 refugees fleeing Syria have sought 
protection in neighboring countries  

805,763 registered refugees are aged under 
18 years  

586,300 children, including 75,870 Syrians, 
aged 6 months-15 years have been immunized 
against measles in Jordan over the past month. 

200,043 Syrian refugees are accommodated in 
20 camps across 10 provinces in Turkey 

US$ 1.9 billion funding gap in the 2013  
Syria Regional Response Plan* 

* As at 2 July 2013  

REGIONAL HIGHLIGHTS 
 The Government of Egypt on 8 July changed its entry policy for Syrians by requiring 

them to obtain a visa and security clearance before arriving in the country. There have 
been several reports of Syrians being denied entry to Egypt on 8 July, including 259 
Syrian passengers arriving in Cairo International Airport. The Ministry of Foreign 
Affairs has stated the new entry policy is a temporary measure.  

 Four border crossing points that Syrians have used to cross into Iraq (Peshkapor and 
Seheila in the Kurdistan Region, Al-Qa'im and Rabi'aa) remained closed to new  
arrivals during the reporting period. Registration in Iraq is ongoing for Syrians who 
entered before the border closures. The total number of registered Syrian refugees in 
Iraq has exceeded 160,000, including 154,357 (96 per cent) registered in Kurdistan. 

 The 2013 Syria Regional Response Plan is currently funded at 35 per cent. There has 
been a massive escalation of needs since the beginning of the year - over 1.2 million 
refugees from Syria have been registered  in 2013. Refugees are facing huge issues 
of basic survival and the vast majority are dependent on aid. 

2013年9月、国連UNHCR協会の使節団は、ヨルダンに逃れたシ
リア難民の状況を視察した。難民は必ずしも、難民キャンプに逃れ
ているばかりではなく、その大多数は、国境から首都アンマンまで
広範囲に避難しており、「都市型難民」として、親戚や知人の家に
身を寄せたり、高騰する家賃をなんとか捻出して避難生活を送っ
ている。紛争が長引き持参した資金も底をつき状況は逼迫してい
る。難民キャンプにいれば、食べ物の配給や家賃の心配もなく子
どもたちの教育の機会も確保されているが、あえてキャンプを選
ばない人に尋ねると「自分たちだけで自由に家族で過ごせるのが
いい」と口をそろえる。シリア危機は、ヨルダンに限らず、レバノン、
トルコ、イラクも「都市型難民」の問題に直面し、受け入れ側の限ら
れた公共サービスへの多大な負担が課せられ、周辺国が国境を
開放し続けることにも限界に
近づきつつある。

日本から、シリア難民の苦し
みや周辺国の負担を緩和す
るため、国連UNHCR協会で
は、「アクション！シリア」キャン
ペーンを行っています。
　　 www.japanforunhcr.
org/syria/report.html

はじめまして。10月に着任致しましたマ
イケル・リンデンバウアーです。着任前
はドイツ・オーストリア地域事務所の代
表を務めておりました。これまでオース
トリア、ドイツ、香港、ハンガリー、ミャン
マー、アイルランド、スリランカ、スイ
ス、スーダンなどで法務官として活動を
して参りました。UNHCRは日本で採択
された難民支援に関する国会決議に則
し、日本政府、NGO、市民社会、学術機
関など様々なパートナー組織とともに
難民支援の取り組みを強化してきまし
た。これまでの日本政府、国民の皆様からの多大なご支援に心か
ら感謝申し上げます。避難を余儀なくされた人々の苦しみをやわ
らげ、恒久的解決策を見出すために今後も皆様のご支援とご協
力を宜しくお願い致します。

日本での5年の勤務は感謝の思いで一杯で
す。日本政府の皆様とは、世界各地で頻発す
る難民問題解決へ向けた様々なご支援や、
アジア初となる第三国定住が始動する機会
を共に進め、思い出深いものとなりました。
JICAとはパートナー連携をさらに深め、逢
沢一郎会長をはじめ、UNHCR国会議員連
盟のご尽力で世界初の国会決議案※が難民
条約60周年の節目に採択されました。
NGOの皆様とも活発な議論に関わること
ができたことは、ジュネーブ本部でUNHCR
執行委員会事務局長に就いても、継続する
ことができるでしょう。国連UNHCR協会との二人三脚を通し、より多
くの難民がHOMEを得ることができたと感謝しています。またこれか
らも日本は私にとっての第二のHOMEであることには変わらず、すで
にホームシックになっております。皆様に改めて感謝申し上げます。

ＵＮＨCＲ駐日事務所新旧代表ごあいさつ 

シリア周辺国の状況

www.unhcr.or.jp
www.facebook.com/unhcrorjp
＠UNHCR_Tokyo

国連難民高等弁務官 (UNHCR) 駐日事務所　
〒107-0062　東京都港区南青山6-10-11ウェスレーセンター
TEL:03-3499-2011　FAX:03-3499-2272

WEB
サイトは
こちら

▲

A t  a  G l a n c e

シ
リ
ア
、と
ど
ま
る
こ
と
を

知
ら
な
い
人
道
危
機

内
戦
の
発
生
か
ら
2
年
以
上
が
経
過
し
、な
お

先
が
見
え
な
い
シ
リ
ア
。未
だ
に
政
治
的
な
解

決
の
見
通
し
が
立
た
ず
、紛
争
が
収
ま
ら
な
い

限
り
シ
リ
ア
難
民
は
今
後
も
増
加
し
続
け
、

2
0
1
3
年
末
ま
で
に
は
、シ
リ
ア
の
人
口
の

半
分
が
人
道
的
支
援
を
必
要
と
す
る
と
予
想

さ
れ
る
。す
で
に
大
規
模
な
難
民
流
入
に
よ
り

周
辺
諸
国
で
は
資
源
・
イ
ン
フ
ラ
に
大
き
な
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
。ま
た
1
0
0
万
人
を
超

え
る
シ
リ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
教
育
の
機
会
を

失
い
、か
わ
り
に
労
働
に
従
事
し
た
り
、武
装

グ
ル
ー
プ
か
ら
の
勧
誘
を
受
け
る
な
ど
過
酷

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

安
全
な
避
難
路
の
確
保
を

国
際
社
会
に
要
請

欧
州
へ
と
避
難
す
る
シ
リ
ア
難
民
が
増
加
し
て

い
る
が
、そ
の
道
の
り
は
危
険
を
と
も
な
う
。

U
N
H
C
R
は
シ
リ
ア
難
民
の
避
難
路
の
安

全
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
憂
慮
し
、国

境
解
放
を
国
際
社
会
に
要
請
し
た
。国
際
社
会

が
シ
リ
ア
難
民
受
け
入
れ
国
に
対
し
て
経
済

的
支
援
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
は
重
要
だ
が
、

一
方
で
難
民
保
護
上
の
人
道
的
配
慮
、第
三
国

定
住
、家
族
の
再
統
合
、柔
軟
な
ビ
ザ
の
発
給

と
い
っ
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
連
帯
を
示
す
こ

と
も
求
め
て
い
る
。

シ
リ
ア
国
内
避
難
民
へ
の
支
援

6
5
0
万
人
を
超
え
る
と
見
ら
れ
る
シ
リ
ア

の
国
内
避
難
民
へ
の
支
援
も
課
題
で
あ
る
。

U
N
H
C
R
は
地
元
の
支
援
団
体
な
ど
と
連

携
し
て
支
援
物
資
を
届
け
る
活
動
を
続
け
て

い
る
が
、2
0
1
3
年
末
ま
で
に
国
内
避
難
民

は
6
8
0
万
人
に
上
る
と
さ
れ
て
い
る
。

冬
に
向
け
た
支
援

冬
に
向
け
た
防
寒
対
策
は
急
務
で
あ
る
。Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
と
連
携
し
、防
寒

の
為
の
テ
ン
ト
の
補
強
、毛
布
や
ス
ト
ー
ブ
、石

油
、防
寒
着
な
ど
厳
し
い
冬
を
乗
り
切
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
物
資
を
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
届
け

て
い
る
。ま
た
、難
民
キ
ャ
ン
プ
以
外
の
場
所
で

生
活
し
て
い
る
難
民
、シ
リ
ア
の
国
内
避
難
民

も
支
援
対
象
で
あ
る
。

レバノン・・シリア危機発生以来、シリア難民を受け入れてきた結果、
人口が10％も増加。難民の多くを1200以上の自治体が受け入れて
いるがキャンプがないため、住宅のニーズが急増している。

ヨルダン・・多数の難民の流入によりインフラや食糧、医療、教育など
に大きな負担がかかっている。首都で生活する都市型難民も多い。

トルコ・・キャンプに加え、難民が急増し難民キャンプを21ヶ所増設し
てきたが増え続ける都市型難民への支援も課題である。

イラク・・イラクにはもともと100万人の国内避難民が存在する上に、
20万人近いシリア難民が同国へ避難。この状況を受け、イラク北部で
は2013年10月に新しいキャンプが開設された。

エジプト・・エジプト国内の政情の混迷が深まる中で、エジプト国民お
よびシリア難民の生活環境が悪化している。またエジプト政府はシリ
ア難民に対して入国要件を厳格化している。

【 日 本 政 府 、 企 業 か ら の 貢 献 】
シリア危機が悪化、周辺国が難民を
受け入れ続け国際社会に対する責任
の共有が声高に叫ばれる中、日本政
府はシリア難民支援として、周辺国で
のUNHCRの活動に対して2013年
に4192万米ドル、シリア国内におけ
る活動に対しても580万米ドル、合
計4772万米ドルの資金協力を実
施。7月末には、岸田外務大臣がヨル
ダン訪問時、12万人が避難生活を送
るザータリ難民キャンプの現状と課題を視
察した。9月末の国連総会で、安倍総理大臣
により、6000万ドルの対シリア支援の追加
表明がなされた。

ユニクロを展開するファーストリテイリング
は、シリア周辺国へ逃れた難民とシリアの国
内避難民支援のため、UNHCRとパートナ
シップを結ぶ企業による寄付の中でも最高
額となる100万米ドルを拠出。昨年届けられ
た冬物衣類19万着に加え約176万着の衣類
が空輸と船便で支援現場に届けられる予定。

【 ヨ ル ダ ン : 都 市 型 難 民 の 課 題 】

ⒸUNHCR / G.Gubaeva

ⒸUNHCR / R. Alsalem ⒸUNHCR / S. Baldwin

ⒸUNHCR /O. Laban-Mattei

ⒸUNHCR / B. Sokol

トルコ
516,454

イラク
201,296

レバノン
806,437

ヨルダン
548,780エジプト

126,166

合計 2,214,092
2,130,987既に登録済みのシリア難民の数

登録を待つシリア難民の数（概算） 83,105

シリア難民に関する
最新情報はこちら
http://data.unhcr.org/syrianrefugees
/syria.php
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‒知ることからはじめよう‒あっと  あ  ぐらんす

1.国境を越えイラクへと向か
うシリア難民たち  2.シリア
国内の子どもたち。UNHCR
はシリア国内で避難する人々
に配布する人道支援物資を
パートナーである赤新月社に
提供した  3.レバノン南部で
シリア難民が生活する居住
地。テントはビニールシートと
木材で作られている  4.家族
の大きな荷物を運びながらヨ
ルダン国境を越えるシリア人
の少年  5.トルコ政府は条件
を満たしたシリア難民にトル
コの大学に入学許可をすると
発表。タマラ（左）とエリアダ
のシリア人姉妹は大学入学申
請を出すことに決めた

5

シリア難民の数

※難民の保護と難民問題の解決策への継続的な取り組みに関する決議

（2013 年11月現在）
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放
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7月29日、国連大学でアンジェ
リーナ・ジョリー監督の映画
「最愛の大地」の試写会が行わ
れた。英国のヘイグ外相ととも
に「紛争下の性的暴力抑止」の
活動を行っているジョリー特使
がスピーチを行った。
「友人や隣人として平和に暮ら
してきた人たちが、一体どうし
て互いを攻撃するようになる
のか。すべてを失うとはどうい
う事なのか、映画という方法を
通じて見極めようと思いまし
た。皆さんにこうした問題を
もっと考えて欲しいーそれが
私の願いです。」

ＵＮＨＣＲ駐日事務所はインターンの力
に支えられています。今回は「思い立っ
たが吉日」が信条、パワーと笑顔に満ち
あふれた石田理加さんをご紹介します。

Focus

アンジェリーナ・ジョリーＵＮＨＣＲ特使
紛争下の性的暴力抑止についてスピーチ

日本への第三国定住
ミャンマーから 4家族が成田空港に到着

現在はミャンマー事務所の代表が離任し、新しい代表が赴任す
るまで代表代行としてミャンマー国内にある12のUNHCR事務
所のオペレーションを総括しています。日本からのミャンマー
UNHCRの活動への支援は大変大きく、深く感謝するとともに、
日本人の職員としてしっかりと結果の出せる仕事ができるよう
に頑張っています。

これまでミャンマー、スーダン、アルメニア、レバノン、ソマリア
などで活動してきました。やりがいを感じるのは現場で結果が
出る時です。特に難民の第三国定住が決まったり、帰還民や避
難民を迎える時などは「UNHCR冥利に尽きる」と感じます。一
方で課題も感じています。根本的に人道援助という概念・活動
体系自体が曲がり角に来ているような気がするのです。自然災
害や紛争があると多くの国連機関とNGOが現地に集います。
それに伴い複雑な調整メカニズムができ、調整会議への出席、
戦略作り、合意文書の作成などの過程が重視されるような一面
があります。諸活動のマニュアル化が進み「智慧があり、柔軟
性、創造性に富むリー
ダー」が少なくなってき
ているような気がしま
す。人道援助の産業化と
官僚化といかに向き合
い、現場で即効性のある
結果が出すか。今後は、
人道援助の意味、必要
性、正当性を真剣に考え
て自分なりの立場を構築
したいと思います。

第三国定住で成田空港に到着したばかりの家族

1995年、ザイール（現コンゴ民主共和国）のルワンダ難民を
訪問する緒方貞子 第8代国連難民高等弁務官

1.国連大学でスピーチをするジョリー特使
2.監督作「最愛の大地」のポスターの前で

第8回UNHCR難民映画祭が開催 1.『シリア、踏みにじられた人々と希望』上映後のトークショー  ２.バリアフリー上映の入場者を誘導するボ
ランティア  3.オープニング会場のイタリア文化会館は人の波  ４.難民映画祭のボランティアスタッフ
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伊藤礼樹UNHCR ミャンマー 事務所代表代行
人道援助の意味、必要性、正当性を真剣に考えたい

タイ国境カヤ州の山奥の村で帰還民から話を聴く

震災後立ち上げたNPOでの活動を進めていく中で、情報発
信の仕方や運営方法など学びたい事が沢山あったのでイン
ターンに応募しました。また映画『海と大陸』を観て難民への
関心が高まったこと、震災後日本で家を追われた人への支援
など、自分の中での関心がＵＮＨＣＲと結びついたからです。

業務は主に記事の翻訳、作成、問い合わせへの対応など広報
全般に関わる仕事をしました。難民映画祭ではオープニング
の式典で通訳を担当させてもらうなど、想像していたよりも
責任のある仕事も任されて驚きました。仕事、NGO、イン
ターンとそれぞれの体験が相乗効果を発揮し、以前より良い

アイディアを思いつくよ
うになりました。また「人
にチャンスを与えること
が人を育てることにつな
がる」という大事なこと
を学びました。年の離れ
た学生の方々に色々と教
えてもらいながら仕事が
出来たのも楽しかったで
す。今後は本業の仕事も
続けながら、自分自身が
ＵＮＨＣＲでチャンスをも
らって成長したように、ボ
ランティアの育成にも励
みたいと思います。

第三国定住によるミャンマー難民18人が9月、成田空港に到着
した。到着したばかりの家族は、報道陣のカメラに笑顔を見せな
がら空港の到着ロビーを通り抜けた。

第三国定住プログラムで到着したのは、主にタイのヌポ、メラマ
ルワン、メラウー難民キャンプで生活していた4家族、計18人。
この中には0歳から 15歳までの子ども10人が含まれている。
今回は、受け入れ対象となる難民キャンプが拡大され、新たにメ
ラマルワンとメラウーという２つの難民キャンプが加わり、それ
ぞれのキャンプから難民を迎えることとなった。

4家族は現在、政府の委託を受けて難民の定住支援を行なって
いる「難民事業本部（RHQ）」の定住支援施設で日本語教育、社
会生活適応指導、職業紹介など、日本で新たな生活を送るため
の研修を受けている。

今年の夏、とても反響の大きかった番組、「NHK
スペシャル：緒方貞子　戦争が終わらない この
世界で」ご覧になりましたか。UNHCRはジュ
ネーブ本部、ルワンダ事務所、駐日事務所に加
え、スウェーデンで行われた緊急事態対応ワー
クショップなどで取材協力をしました。

東西冷戦崩壊後の激動の1990年代に、第8代
国連難民高等弁務官としてＵＮＨＣＲを率いた緒
方貞子さんが、あの時どのような思いで度重な
る難民危機に向き合い、決断に至り、人道援助に
尽力したか。緒方さんの幼少期からの経験や、Ｕ
ＮＨＣＲ元同僚から明かされる知られざる姿など
が、貴重な映像･資料などをもとにドラマとド
キュメンタリーを織り交ぜて描かれました。

緒方貞子　
戦争が終わらない この世界で
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道端ジェシカさんの答えは
写真。写真は一番多かった
回答ⓒ国連UNHCR協会

「カレー」と答えたたいら君
のお母さんは「カレーは辛
いので水」と答えてくれた
ⓒUNHCR

航空会社で客室乗務員として勤務する傍ら、
東日本大震災後NPOを立ち上げ活動中

石田 理加（広報担当）

【職員インタビュー】

The Most Important Thing
あなたの一番大切なものは
何ですか？
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